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IT-4-15 製油所における定期整備と日常管理（平成 27年 11月 24日～ 12月 4日）
Turnaround and Inspection レクチャラー :鈴木 貴也

研 修 内 容 : 日本の石油産業、製油所の保全管理と設備管理技術、圧縮機
の製作技術と診断・補修技術、最新の検査技術と検査実習、
製油所での定期修理と保全管理、材料検査と補修技術、最新
の保全技術と効率的な保全管理・保全の計画とスケジュール及
び定期整備の体制と運用、コントラクターの役割と実行体制及
び技術と人材育成 　他

実地研修先 : 神戸製鋼所・高砂製作所、非破壊検査・本社、出光興産・ 
千葉製油所、山九・メンテナンスセンター、日揮・横浜本社

参 加 国 : インド、インドネシア、ミャンマー、パキスタン、カタール、 
スーダン、タイ、UAE、ベトナム

9ヶ国　合計 9名

CPJ-5-15 プログラム フォーミュレーションコース（平成 27年 12月 9日～ 12月 17日）
Program Formulation Course コーディネーター :北原 ますみ

目 的 :（1） 個別面談にて各国・組織毎の実情、ニーズや問題点を 

把握し、それを次年度以降の研修事業に反映させる。
（2） JCCPの事業活動に対する理解度向上を図る

①人材開発事業
・2016年度の研修計画の説明と概要
・2016年度の CPO/CPJの要望の確認と実施計画に 

関する協議
・JCCP 研修申込について詳細説明（申込方法の変更、 
締切厳守など）
②技術協力事業
・技術協力（基盤整備事業）の概要と説明
・2016年度の基盤整備事業の要望の確認とリクエストレターの要請

（3） 日本及び JCCPに対しての参加者の理解を深める。
・JCCPスタッフとの信頼関係の構築

（4） 各国参加者のプレゼンテーションにより、ダウンストリームの現状、各組織、人材育成等を把握する。
（5） 会員会社との個別面談の場をつくり、事業に繋げてもらう。

訪 問 先 : 経済産業省、三菱自動車・水島製作所、中国電力・水島発電所、富士石油・袖ヶ浦製油所
参 加 国 : イラン、メキシコ 

2ヵ国 合計１１名


